
 
 
 
 
 
 
 

少年野球チームのメディカルチェック（仮） 
 

國光 諒



Ⅰ． 緒 言  

 

 

１． は じ めに  

野 球 の 中 で基 本 的 な 動作 の １ つに 投 球 動 作が あ る 。 投 球 動 作 は野 球に

お い て 必 要不 可 欠 な 動作 の １ つで あ る が 、オ ー バ ース ロ ー で の投 球 動作

は 肩 や 肘 に 大 き な 負 担が か か る 。 そ の た め、 肩 関 節や 肘 関 節 は野 球 肩や

野球 肘 と 呼ば れ る ほ ど障 害 が 多発 し や す い部 位 に なっ て い る 。近 年 、こ

の よ う な スポ ー ツ 障 害を 予 防 する た め に 目的 か ら 、様 々 な 観 点か ら の メ

デ ィ カ ル チェ ッ ク が 数多 く 行 われ て い る 。  

実 際 に 先 行研 究 を 見 ると 、肩 関 節 に着 目 した も の ( 1 ) や 股 関節 に着 目 し

たも の ( 2 ) な ど 着 眼点 は幅 広 い。ま た、高 校生 を 対 象と し た も の ( 1 ) ( 2 ) や プ

ロ 野 球 選 手を 対 象 と した も の ( 3 ) な ど 被験 者の 対 象 も幅 広 い 。この よ う に

野 球 に お け る メ デ ィ カル チ ェ ック は 数 多 くあ る が 、一 般 的 に 野球 の 障害

で は 野 球 肩や 野 球 肘 など 成 長 期に 起 こ り やす い も のが 多 い た め 、 こ れま

で の 研 究 では 中 学 生 、高 校 生 を対 象 と し た研 究 が 極端 に 多 い 。ま た 、 野

球 で は 、 オー バ ー ス ロー 動 作 によ る 肩 関 節、 肘 関 節の 障 害 が 多い こ とか

ら 、 上 肢 に着 目 し た 研究 が 多 く見 ら れ る 。し か し なが ら 、 近 年で は 少年

野 球 の 時 期か ら 肩 や 肘に 痛 み を訴 え る 子 ども も 多 い 4 ) 。ま た 、投 球 動 作

に お け る 力学 的 エ ネ ルギ ー の 流れ を 考 慮 する と 、 野球 に お け る投 球 動作

で は 少 な から ず 下 肢 の状 態 も 肩や 肘 に 影 響し て い る 5 ) 。し た がっ て 、 対

象 を 小 学 生に 設 定 し 、肩 関 節 や肘 関 節 だ けで な く 、下 肢 の 状 態を 評 価す

る メ デ ィ カル チ ェ ッ クを 行 う こと で 、 よ り幅 広 い 肩関 節 ・ 肘 関節 障 害の

原因 を 探 るこ と が で きる と 考 える 。  

 



２ ． タ イ トネ ス 測 定 の必 要 性  

投 げ る ・ 打つ ・ 走 る など ス ポ ーツ の 動 作 にお い て 動き を ス ム ーズ に行

う こ と は 大切 な こ と であ る が 、こ の 動 き を可 能 に する 要 素 の １つ に 筋肉

や 腱 の 柔 軟性 が あ る 。 柔 軟 性 を測 定 す る 方法 は 様 々あ る が 、 その 中 の一

つ に 筋 の タイ ト ネ ス 測定 が あ る。 タ イ ト ネス 測 定 は 筋 が 他 動 的な 関 節運

動 に よ り 伸張 さ れ た 時の 柔 軟 性を 示 し 、 関節 角 度 や距 離 を 測 定 す る もの

で あ る 。  

タ イ ト ネ ス測 定 に 関 する 研 究 に中 澤 ら の 研究 が あ る。 中 澤 ら は 中 学生

サッ カ ー 選手 の タ イ トネ ス の 高さ は 筋 腱 付着 部 障 害発 生 リ ス クの 高 さに

関 連 が あ ると 報 告 し てい る 6 ) 。 ま た、 鳥 居ら は 筋 のタ イ ト ネ スが 成 長 期

に 低 下 す ると 報 告 し てお り 、 成長 期 の 子 ども の タ イト ネ ス 低 下 は 障 害発

生 と 関 連 があ る と 考 えら れ る 。し た が っ て、 本 研 究に お い て もメ デ ィカ

ル チ ェ ッ クの 測 定 項 目の １ つ に筋 の タ イ トネ ス 測 定を 取 り 入 れた 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ ． 全 身 関節 弛 緩 性  

 ス ポ ー ツの 現 場 で 行わ れ る メデ ィ カ ル チェ ッ ク には 様 々 な 方法 が ある

が 、 そ の １つ に 全 身 関節 弛 緩 性検 査 が あ る。 人 は 生ま れ な が らに し て関

節 の 柔 ら かさ が 異 な り、 各 関 節の 弛 緩 性 には 個 人 差が あ る が 、先 行 研究

で は 関 節 が緩 い こ と で脱 臼 や 靭帯 損 傷 の 発生 リ ス ク が 高 ま る と言 わ れて

いる ( 7 ) 。そ の ため 、全身 関 節 弛緩 性 テ ス トを 行 う こと は 障 害 の原 因 を調

べ る 上 で 必要 で あ る と考 え ら れる 。  

全 身 弛 緩 性検 査 に 関 する 先 行 研究 は 数 多 く見 ら れ る。 鳥 居 ら は ア メリ

カ ン フ ッ トボ ー ル の 選手 を 対 象に し 、 関 節弛 緩 性 と関 節 外 傷 との 関 係を

調 査 し て おり 、 肩 関 節の 外 傷 発生 者 は 関 節弛 緩 性 の点 数 が 有 意に 高 く、

ま た 、 膝 関節 で も 外 傷発 生 者 は関 節 弛 緩 性の 点 数 が有 意 に 高 いと さ れて

い る 。ま た 、Ni chol as は 139 名の フ ッ トボ ー ル 選手 に お い て 、５つ の 部

位の 関 節 弛緩 性 テ ス トの 結 果 と膝 の 靭 帯 損傷 の 発 生と の 関 係 の研 究 をし

て お り 、 関節 弛 緩 性 が高 く な るに つ れ 、 靭帯 損 傷 の発 生 す る 確率 が 高く

な る と 結 論づ け た 。 以上 の よ うに 、 全 身 関節 弛 緩 性と ス ポ ー ツ障 害 の関

連 性 は 有 意に あ る と 考え ら れ る。 し た が って 、 弛 緩性 を チ ェ ック す るこ

と で 個 人 の身 体 特 性 と障 害 発 生と の 関 係 性を 明 ら かに す る こ とが で きる

と 考 え る 。  

 

 

４ ． 目 的  

 本 研 究 では 、 下 肢 を含 め た メデ ィ カ ル チェ ッ ク を実 施 し 、 小学 生 の身

体 特 性 と 野球 肩 ・ 野 球肘 と の 関連 性 を 調 べる こ と を 目 的 と し た。  



Ⅱ． 方 法  

 

 

1． 対 象  

 被 験 者 は山 口 県 の 少年 野 球 チー ム に 所 属す る 小 学生 47 名 (身長 142.2

±10.4、体重 37.0±10.3)であ る。学 年 の内 訳 は 6 年 生 18 名、 5 年生 10

名、4 年 生 4 名 、3 年生 10 名 、2 年生 3 名、1 年 生 1 名 で あ る。被 験 者の

投球 側 は 全員 右 投 げ の子 ど も を選 出 し 、 また 、 野 球に お い て 投球 障 害を

引 き 起 こ すの は 投 手 に限 ら な いた め 、 ポ ジシ ョ ン を限 定 す る こと な く被

験 者 を 選 出し た 。  

  

 

 

2． 測 定項 目  

(1)ア ンケ ー ト 調査  

付 録 に 示 す よ う に 、 アン ケ ー トで は 生 年 月日 、 身 長・ 体 重 、 ポジ ショ

ン 、 野 球 を始 め た 年 齢、 痛 み の 有 無 を 項 目と し た 。身 長 ・ 体 重は 1 年毎

の 成 長 率 を見 る た め に、 小 学 1 年の 時 か らの 毎 年 の数 値 を 記 入し て もら

った 。 ポ ジシ ョ ン に つい て は 小学 生 の 段 階で ま だ 守る ポ ジ シ ョン が 決ま

っ て い な い子 ど も も 多い た め 、守 る 機 会 が 1 番 多 い ポジ シ ョ ンを 記 入し

て も ら っ た 。 ま た 、 痛み の 有 無を 問 う 項 目で は 人 体図 を 載 せ 、 痛 み を有

す る 箇 所 に丸 を つ け 、ど の よ うな 時 に 痛 みが 出 る のか を 記 入 して も らっ

た。な お、小 学生 は 1 年生 か ら 6 年 生 ま で 幅広 く 知 識の 差 も 大 きい た め、

ア ン ケ ー ト を 保 護 者 と共 同 で 記入 す る よ う指 示 し た。  

(2)関 節可 動 域 測定 、タ イ ト ネス 測 定  



測 定 項 目 は 肘 の 最 大 屈曲 ・ 伸 展 の 可 動 域 、 Carrying Angle、 そし て 大

腿 四 頭 筋 、ハ ム ス ト リン グ 、 ヒラ メ 筋 、 腓腹 筋 の タイ ト ネ ス であ る 。 関

節可 動 域 、 Carrying Angle、 タイ ト ネ ス の測 定 に は東 大 式 角 度計 を 用い

て 測 定 を 行っ た 。  

肘 の 可 動 域は 立 位 の 状態 で 行 った 。 上 腕 骨を 基 本 軸、 橈 骨 を 移動 軸と

し 、 肘 関 節の 最 大 屈 曲 ・ 伸 展 時の 上 腕 骨 と橈 骨 の なす 角 度 を 測定 し た。  

Carrying Angle は 立 位の 状 態 で 行 っ た 。 上腕 骨 を 基本 軸 と し 、上 腕骨

と 前 腕 長 軸の な す 角 度を 測 定 した 。  

大 腿 四 頭 筋の タ イ ト ネス 測 定 は伏 臥 位 の 状態 で 行 い、 大 腿 骨 を基 本 軸、

腓 骨 を 移 動軸 と し た 。膝 関 節 を他 動 的 に 屈曲 さ せ 、反 発 を 感 じた と ころ

で 大 腿 骨 と腓 骨 の な す角 度 を 測定 し た 。  

ハ ム ス ト リン グ の タ イト ネ ス 測定 は 仰 臥 位の 状 態 で行 い 、 大 腿骨 を基

本 軸 、腓骨 を 移 動軸 とし た 。股 関 節を 90°屈 曲さ せ た 位置 か ら、他 動的

に 膝 関 節 を伸 展 さ せ 、反 発 を 感じ た と こ ろで 大 腿 骨の 延 長 線 と腓 骨 のな

す 角 度 を 測定 し た 。  

ヒ ラ メ 筋 のタ イ ト ネ ス測 定 は 仰臥 位 の 状 態で 行 い 、腓 骨 を 基 本軸 、第

5 中 足 骨 を移 動 軸 と した 。 足 関節 を 他 動 的に 最 大 背屈 し た と ころ で 、 腓

骨と 第 5 中足 骨 の な す角 度 を 測定 し た 。  

腓 腹 筋 の タイ ト ネ ス 測定 は 伏 臥位 の 状 態 で行 い 、 腓骨 を 基 本 軸、 第 5

中 足 骨 を 移動 軸 と し た。膝 関 節を 90°屈 曲さ せ た 位置 か ら 、他動 的 に足

関節 を 最 大背 屈 し た とこ ろ で 腓骨 と 第 5 中足 骨 の なす 角 度 を 測定 し た。  

 

 

 

(3)関 節弛 緩 性 テス ト  



関 節 弛 緩 性の テ ス ト では 東 大 式の 全 身 関 節弛 緩 性 テス ト を 利 用し 、 手

関 節 、 肘 関節 、 肩 関 節、 膝 関 節、 足 関 節 、脊 柱 、 股関 節 の 7 項目 を 測定

項 目 と し た。 そ れ ぞ れ以 下 に 示す 肢 位 を とれ た 場 合、 脊 柱 ・ 股関 節 は 1

点 、 左 右 ある 手 関 節 ・肘 関 節 ・肩 関 節 ・ 膝関 節 ・ 足関 節 は 片 側 0.5 点と

し、 計 7 点満 点 と し た。  

①  手 関 節：片 方 の手 関 節を 掌 屈 させ 、も う 片方 の 親 指で 掌 屈 し てい る 側

の 文 指 を 押し 、 前 腕 につ い た 場合 を 0.5 点と し た 。  

②  肘 関 節：手 掌を 上 に 向け 肘 関 節を 最 大 伸 展さ せ 、15°以上 の 過伸 展 で

ある 場 合を 0.5 点 と した 。  

③  肩 関 節：片 側 の腕 を 上方 か ら 背部 に 回 し 、も う片 方 の 腕を 下 方か ら 背

部 に 回 す 。この と き 、体の 後 方 で四 指 を 組む こ と がで き た 場 合を 0.5

点 と し た 。  

④  膝 関 節：膝 関 節を 最 大伸 展 さ せ 、膝関 節 が 10°以 上の 過 伸 展 であ る 場

合 を １ 点 とし た 。  

⑤  足 関 節：片 側 の踵 が 浮か な い よう に 足 関 節を 背 屈 させ 、下 腿 と足 部 の

角度 が 45°以 下 で あ った 場 合を 0.5 点 と した 。  

⑥  脊 柱：上 体 を 前屈 し 、膝 関節 を 曲 げず に 手掌 が 床 につ い た 場 合を 1 点

と し た 。  

⑦  股 関 節：両 足 の踵 と 踵を 合 わ せ 、足を 一 直線 に 伸 ばし た 状 態 で膝 関 節

を 曲 げ ず に立 つ こ と がで き た 場合 を 1 点 とし た 。  

それ ぞ れ を以 下 の 図 1 に 示 す。  



 

 

図 1．全 身 関節 弛 緩 性テ ス ト  

 

 

(4)統 計 処 理  

 被 験 者 を肩 ・ 肘 に 痛み の あ るグ ル ー プ と痛 み の ない グ ル ー プに 群 分け

し て 比 較 した 。投球 側・非 投球 側 の 比較 では 投 球 側 -非 投球 側の 値 を 出し 、

解 析 を 行 った 。 ま た 、 解 析 方 法 で は 、 各 項目 の 比 較に 対 応 の ない t 検定

を用 い 、 投球 側 ・ 非 投球 側 の 差の 比 較 に 対応 の ある t 検 定を 用い た 。  

 

 

 

 

 



Ⅲ． 結 果  

 

 

1.  肘 関 節 の 可動 域 ・ Carry ing Ang le  

(1)  全体 平 均  

 肘 関 節 の可 動 域 と Carry ing Ang le の平 均 値 を表 1 に示 す。 肘 関 節 の

屈 曲 角 度 は投 球 側 が 有意 に 大 きか っ た 。 肘関 節 の 伸展 角 度 は 非投 球 側が

有 意 に 大 きか っ た 。 Carry ing Ang le で は投 球 側 が有 意 に 大 きか っ た 。  

 

 

表 １ ． 肘 関節 の 可 動 域と Carry ing Ang le の 平 均値  

 投球 側  非投 球 側  Ｐ値  

肘 関 節 屈 曲角 度

(度 )  

148.1±5.4 146.8±5.0 P<0.05 

肘 関 節 伸 展角 度

(度 )  

6.6±5.7 7.4±5.4 P<0.05 

Carry ing 

Angle(度 )  

11.9±4.4 11.3±4.6 P<0.05 

 

 

 

 

 

 

 



(2)  痛み あ り 群と な し 群 で の 比 較  

 痛 み あ り群 と な し 群の 肘 関 節可 動 域 と Carry ing Ang le の比 較 を表 2

に 示 す 。 肘関 節 伸 展 可動 域 の 投球 側 に お いて 、 痛 み あ り 群 が 痛み な し群

より 有 意 に 伸 展 可 動 域 が 小 さ かっ た 。  

 

 

表 ２ ． 投 球側 と 非 投 球側 で の 比較  

  痛み あ り 群  痛み な し 群  P 値  

肘 関 節 屈 曲  投球 側  148.6±6.4 148.2±4.7 N.S 

非投 球 側  146.8±5.7 146.8±4.5 N.S 

肘 関 節 伸 展  投球 側  4.9±5.3 7.9±5.8 p<0.05 

非投 球 側  6.4±4.9 8.2±5.8 N.S 

Carry ing 

Angle  

投球 側  13.0±4.2 11.0±4.5 N.S 

非投 球 側  11.3±4.5 11.3±4.7 N.S 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ． 下 肢 タイ ト ネ ス  

(1)全 体 平 均  

 下 肢 タ イト ネ ス の 平均 を 表 3 に 示 す 。腓腹 筋 で は非 投 球 側 が有 意 に大

き か っ た 。  

 

 

表 ３ ． 下 肢タ イ ト ネ スの 平 均 値  

 投球 側  非投 球 側  Ｐ値  

大 腿 四 頭 筋 (度 )  142.4±8.3 141.4±7.3 N・ S 

ハ ム ス ト リ ン グ

ス (度 )  

142.0±14.6 141.7±13.9 N・ S 

ヒ ラ メ 筋 (度 )  21.4±7.8 21.8±7.6 N・ S 

腓腹 筋 (度 )  15.6±6.1 16.4±6.4 P<0.05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3)  痛み あ り 群と 痛 み な し群 で の 比較  

 痛 み あ り群 と 痛 み なし 群 の タイ ト ネ ス の比 較 を表 4 に 示す 。すべ て の

項 目 で 有 意差 は 見 ら れな か っ た。  

 

 

表 ４ ． 痛 みあ り 群 と 痛み な し 群で の 比 較  

  痛み あ り 群  痛み な し 群  P 値  

大 腿 四 頭 筋  投球 側  144.2±7.2 141.0±7.2 N・ S 

非 投 球

側  

141.3±6.3 141.3±6.3 N・ S 

ハ ム ス ト リン グ ス  投球 側  140.0±16.3 140.0±16.3 N・ S 

非 投 球

側  

139.2±16.0 139.2±16.0 N・ S 

ヒ ラ メ 筋  投球 側  20.8±7.6 20.8±7.6 N・ S 

非 投 球

側  

20.8±7.0 20.8±7.0 N・ S 

腓腹 筋  投球 側  15.0±5.2 15.0±5.2 N・ S 

非 投 球

側  

15.8±5.5 15.8±5.5 N・ S 

 

 

 

 

 

 



３ ． 全 身 関節 弛 緩 性  

 

 
図１ ． 痛 みあ り 群 と 痛み な し 群の 比 較  

  

 

全 身 関 節 弛緩 性 テ ス トの 結 果 を図 １ に 示 す。 す べ ての 項 目 で 有意 差 は見

ら れ な か った 。  
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Ⅳ． 考 察  

１．  肘関 節 の 可動 域 ・ Carrying  An gl e  

(1 )  全 体 平 均  

肘 関 節 屈 曲角 度 で は 投球 側 が 非投 球 側 よ りも 有 意 に大 き く 、 伸展 角度

で は 投 球 側が 非 投 球 側よ り も 有意 に 小 さ かっ た 。 中山 ら は プ ロ野 球 選手

を 対 象 と した 研 究 で 肘関 節 の 屈曲 角 度 お よび 伸 展 角度 が 非 投 球側 よ り 投

球 側 で 有 意に 小 さ か った と 報 告し て い る 。 今 回 の 測定 結 果 は 伸展 角 度 に

関 し て 中 山ら の 研 究 と同 様 の 結果 と な っ た 。 し か し、 屈 曲 角 度 に 関 して

は先 行 研 究と は 異 な る結 果 と なっ た こ と から 、 小 学生 に お い て 投 球 動作

と 肘 関 節 屈曲 と の 関 連性 は 低 いと 考 え る 。  

Carrying  An gle で は投 球 側 が非 投 球 側 より 有 意 に 大 き く な った 。山岸

らは Carrying  Angle に つい て 投球 側 が 非投 球 側 より も 有 意 に増 大 し た

と 報 告 し てい る 。 投 球動 作 で は加 速 期 に おい て 肘 関節 に 強 い 外反 ス トレ

ス が か か る。 肘 関 節 が外 反 ス トレ ス を 繰 り返 し 受 ける こ と で Carryin g  

Angle の 増 大 につ な がる と 考 えら れ る 。 今回 の 研 究と 山 岸 ら の報 告 は 同

様 の 結 果 とな る こ と から 、 小 学生 の 段 階 から 外 反 スト レ ス に よる

Carrying  Angle の 増大 は 起 こっ て い る と考 え る 。  

 

(2 )  痛 み あ り 群と な し 群 での 比 較  

痛 み あ り 群と な し 群 の比 較 で は 、 肘 関 節 伸展 に お いて 投 球 側 で有 意に

小 さ く な った 。手 塚 らは 高 校・大学・社 会人 を 対 象に し た 研 究に お い て、

肘 関 節 伸 展角 度 が 投 球側 よ り も非 投 球 側 で有 意 に 小さ く な っ たと 報 告し

て い る 。 今回 の 研 究 では 、 手 塚ら の 研 究 と同 様 の 結果 と な っ た。 成 人の

場 合 、 投 球動 作 が 繰 り返 さ れ るこ と で 骨 棘と 肘 頭 窩が 衝 突 し 、肘 頭 窩に

骨 棘 が 形 成さ れ る こ とで 肘 関 節の 伸 展 制 限が 起 こ ると 考 え ら れる 。 しか



し 、 子 ど もの 場 合 、 骨棘 が で きる ほ ど の 投球 動 作 を行 う と は 考え ら れな

い た め 、 子ど も の 場 合肘 の 屈 筋群 が 緊 張 して い る こと が 考 え られ る 。  

 

 

２．  下肢 タ イ トネ ス  

(1 )  全 体 平 均  

下 肢 の タ イト ネ ス で は腓 腹 筋 のみ 投 球 側 が非 投 球 側に 比 べ て 有意 に 小さ

か っ た 。非 投 球 側は 投球 動 作 によ る 踏 み 出し 足 で あ る こ と を 考慮 す る と、

投 球 時 の ステ ッ プ 動 作の 繰 り 返し に よ り 腓腹 筋 に 伸張 方 向 の 力が 加 わる

こ と で 非 投球 側 の 角 度が 有 意 に大 き い と 考え ら れ る。 奥 平 ら は成 人 テニ

ス 選 手 の 身体 特 性 の 研究 を し てお り 、 下 肢タ イ ト ネス に お い ての 非 対称

性 は 見 ら れな い と し てい る 。 今回 の 研 究 では 腓 腹 筋に 投 球 側 と非 投 球側

で 有 意 な 差が 見 ら れ たが 、 そ の差 も 小 さ く、 投 球 動作 と 下 肢 タイ ト ネス

と の 関 連 性は 少 な い と考 え る 。  

 

(2 )  痛 み あ り 群と な し 群 での 比 較  

 す べ て の項 目 で 有 意な 差 は 見ら れ な か った 。 投 球障 害 と 下 肢タ イ トネ

ス と の 関 連性 は 少 な いと 考 え る。  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

１．  肘関 節 可 動域 ・ Carrying  An gl e  

(１ )各 項目 別 比 較  

痛 み の あ る群 は 痛 み のな い 群 に比 べ て 屈 曲 ・ 伸 展 可動 域 が 小 さく なっ

て い る こ とが わ か っ た。 可 動 域制 限 に は 皮膚 の 癒 着や 可 動 性 の低 下 や関

節 包 の 癒 着や 短 縮 、 筋・ 腱 の 短縮 お よ び 筋膜 の 癒 着、 骨 の 衝 突な ど 様々

な 原 因 が ある （ ） 。 野球 の 場 合、 肩 関 節 ・肘 関 節 がオ ー バ ー スロ ー 動 作

に よ る 投 球ス ト レ ス を受 け る こと か ら 、 橈骨 頭 の 肥大 な ど の 骨性 の 異常

に よ る 可 動域 制 限 が 主な 原 因 と考 え ら れ る。  

 

 

(２ )投 球側 と 非 投球 側で の 比 較  

投球 側 と 非投 球 側 の 左右 差 を 比較 し た 場 合で は 、 Carrying  A ngleに有

意 な 差 が 見ら れ た 。 投球 動 作 では 加 速 期 にお い て 肘関 節 に か かる 外 反方

向 へ の 力 が最 大 と な る  ( 8 ) 。こ の 外反 ス ト レス の 繰 り返 し に よ り 肘 の 内側

にあ る 内 側側 副 靭 帯 が引 き 伸 ばさ れ 、 Carrying  Angleの 増大 につ な が っ

た と 考 え る。ま た 、(1 )の 項目 別 比較 に お いて は Carryin g  An g leに 有 意差

が 見 ら れ なか っ た こ とを 考 慮 する と 、先 行研 究 の 通り 、 Carrying  Angle



の 増 大 が 直接 的 に 肘 関節 障 害 の 負 の 要 因 にな る と は言 え な い であ ろ う

( 9 ) 。  

 

 

 

２．  下肢 タ イ トネ ス  

(１ )痛 みの 有 無 別で の比 較   

 投 球 動 作の 中 で の 下肢 の 役 割に 関 し て 、宮 下 ら は投 球 動 作 の中 で の上

肢 関 節 運 動は 下 肢 関 節運 動 に 影響 す る と 報告 し て おり 、 島 田 も投 球 動作

の 中 で 、 下肢 か ら 上 肢へ の エ ネル ギ ー 伝 達が 行 わ れる と 報 告 して い る。

し た が っ て、 投 球 動 作の 中 で 下肢 と 上 肢 の連 動 性 は必 要 不 可 欠で あ ると

言 え る で あろ う 。 し かし 、 本 研究 の 中 で は下 肢 の タイ ト ネ ス につ い て、

各 項 目 別 比較 に よ る 有意 差 は 見ら れ な か っ た 。 こ れは 被 験 者 の年 齢 層に

原 因 が あ ると 考 え ら れる 。 田 中ら は 成 長 期に 柔 軟 性が 低 下 す ると い う報

告 が し て いる が 、 本 研究 の 被 験者 の 年 齢 層は 小 学 生 (平 均 年 齢 10 .6 歳 )

であ り 、成 長 期 に達 して い な い子 ど も も 多く い た と言 え る。した が っ て、

柔 軟 性 の 低下 が 見 ら れな か っ たと 考 え ら れる 。  

 

 

(２ )投 球側 ・ 非 投球 側 で の 比 較  

 投 球 側 ・非 投 球 側 の左 右 差 を比 較 し た 場合 で は 、大 腿 四 頭 筋に 有 意な

差 が 見 ら れた 。 こ れ は、 遠 藤 らが 指 摘 す るよ う に 、 大 腿 四 頭 筋の ア ンバ

ラ ン ス が 骨盤 を 介 し て体 幹 機 能の ア ン バ ラン ス を 引き 起 こ し 、そ こ から

上 体 の 開 きが 生 ま れ るこ と に よっ て 、 肘 や肩 へ の 負担 が 増 加 して い ると

考 え ら れ る。  
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